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ジョウビタキはスズメくらいの大きさ
（14cm）の鳥で、杭の上などに止まって頭と尻
尾を上下に振る。地鳴きはヒッヒッヒッカッカ
ッカッと鳴くが、囀りはよく通る声で複雑に鳴
く。渡り鳥で、日本へは 10 月頃来て翌年の 3
～ 4 月頃繁殖地に帰っていく冬鳥とされてい
る。繁殖地はチベット南東部、中国西部、モン
ゴル、中国東北部、ロシアバイカル湖からアム
ール流域、沿海地方、朝鮮半島などである。ジ
ョウビタキの繁殖行動日数は造巣に 3～ 4日、
産卵 5～ 6日（一日一個ずつ生む）、抱卵 13日、
育雛 14 日で、巣造りから巣立ちまで 35 日く
らいかかる。
日本で繁殖が初めて確認されたのは 1983 年

北海道の上士幌町糠平で、その後しばらく確認
されなかった。2010 年に長野県富士見町の富
士見高原で本州初確認とされ以後長野県内の各
地（上高地・車山高原・霧ヶ峰・八ヶ岳等）で
確認されるようになった。
高山市では 2014 年 5月に大雄寺下や錦町で

の観察情報が寄せられ、私は 6月 8日に山王公
園近くの住宅地で初めて囀っているのを観察し
た。その後曙町、日の出町など東部市街地でも
観察され、日本野鳥の会岐阜飛騨ブロックで調
査したところ 7か所の縄張りが確認されたもの
の繁殖兆候は見られなかった。7月 23 日には
いなくなった。
 2015 年 5月には三福寺町東山台や守ヶ丘町
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で囀りが聞かれ 6月に入ると宗猷寺町、日の出
町で営巣や雛の巣立ちが見られた。この年曙町
や錦町、北山でも姿が観察された。7月 15 日
にはいなくなった。
2016 年には繁殖箇所が 16 か所確認され

2017 年には 31 か所に増えた。また下呂市で
も 1番（つがい）が 3回繁殖しているという情
報も寄せられた。また乗鞍の畳平で、建物に出
入りするのが観察されている。更に 2018 年に
は繁殖箇所が 53 か所に増え、囀り箇所も国府
町三川や下切町など範囲を広げ 80 か所で確認
された。繁殖地域は東西 6km南北 5kmへと広
がった。この年から個体識別用のカラーリング
を装着する標識調査を行ったところ、一番が年
3回の繁殖が確認された。
2019 年には前年にカラーリングをつけた番

が前年と同じ年 3回繁殖していることも確認さ
れた。又清見町の三日町でも繁殖が確認され、
この年は 76 か所で繁殖が確認された。下一之
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町など商業地域でも囀りが確認され、石浦町・
漆垣内町でも囀りが確認されるなど範囲が更に
広がった。
2020年には 89か所と年々繁殖確認が増加し

てきた。2021 年には古川町上気多、国府町広
瀬で繁殖確認された。これまでに久々野町山梨、
清見町牧ケ洞、下呂市小坂町、可児市兼山、岐
阜長良、丹生川町大萱で繁殖期に姿が見られて
いる。2020年での推定番数は 74となり、調査
を始めて 2020 年までに確認された繁殖箇所は
267 となった。一番早く囀ったのは 2019 年の
2月 25日。巣立ちは 2018年 4月 28日が一番
早く、一番遅いのは 2020 年の 8月 20 日であ
る。1番が 3年連続年 3回の複数回繁殖が見ら
れ、雌は 3年間の生存確認がされており、雄は
今年も確認され 5年生存、6年目に入っている。
2018 年からこれまでに 9か所 41 羽にリン

グをつけた。標識調査を行い分かったことは、
成鳥の繁殖回数が 2018 年 3回、2019 年 3回、
2020 年 4 回（1 回は失敗）、2021
年はリングをつけた雄とリング無し
の雌が番になり 2 回繁殖した。又
個体移動も確認できたが、最長距離
移動として 2019 年 6 月に日の出町
でリングをつけたヒナが翌年 3 月
に各務ヶ原市鵜沼で観察された。約
90km も移動していたことになる。
今までリング個体が翌年帰ってきた
記録はあったが、他地域への移動記
録がなかったので今回が初記録とな
る。2019 年 5 月に装着した雄 1個
体が 2020 年と 2021 年に市内に帰
ってきたのを確認した。また 2019

年 5月に別の場所で装着した雌個体が 2021 年
に市内で繁殖したのも確認した。冬期に見られ
るジョウビタキではリング個体は観察されてい
ない。このようにカラーリングをつけることに
よって縄張りや番の様子、出生地や行動の様子
などを知ることが出来る。そんな中で 2020 年
にはリングを着けた雌に着いていない雄がアプ
ローチしたが相手にされず、その後雌は前年ま
で 2年間共に繁殖をした雄と番になったという
感動的な出来事があった。
ジョウビタキの巣は標高 500m 位の比較的

高い地域で確認されるが、奈良県では 400mの
所でも確認されている。最も高いところは乗鞍
の畳平（2,700m）である。巣を架ける場所は
ガレージや換気扇フード等の人工構造物に作ら
れ、位置は平均して 2mくらいの高さの所であ
る。営巣環境は森や林に隣接した住宅地などが
多い。高山市では町の中でも囀りや営巣が確認
されている。又北海道の大雪山系では林の中や
岩場での営巣行動が観察されているが、自然物
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での営巣は確認されていない。
 一年を通してみると 2月～ 3月頃から囀り

が始まり、3月～ 8月に繁殖する。7月頃にな
るとスズメより多いのではないかと思われるほ
ど良く見られる。だが 9月にはほとんど見ら
れなくなり、10 月中旬に渡ってきた個体が翌

年 2月頃まで観察されるが数は少ない。このよ
うに高山市でのジョウビタキは冬鳥というより
『留鳥』となっている。
今年は新たに丹生川町千光寺、大萱、下呂市

小坂町で繁殖、平湯温泉街、一之宮町、久々野
町ではさえずりが観察された。

5 月 27 日（金）に、鈴木俊文さんによる自
然談話室が行われました。鈴木さんは長年蝶類
の観察や記録に取り組まれその集大成とも言う
べき「飛騨地方で記録された蝶類」を 2020 年
10 月に発刊されました。今回はそれを記念し
ての談話室でした。
当日は多くの方が来場し、鈴木さんが撮影さ

れたされた蝶類の写真を一枚一枚スライド上映
し解説をされるのを、熱心に聴講して下さいま
した。
今回鈴木さんが提供して下さった蝶の写真

は、会報が残念ながらモノクロ印刷のため鮮や
かな色がご覧いただけません。是非当会のホー
ム ペ ー ジ（http://iidalaw.net/kuragane.html）
で素敵な蝶の色を楽しんで下さい。

テングチョウ

キベリタテハ

エゾミドリシジミ

キバネセセリ

オオムラサキ

　自然談話室（5月 27 日）
「飛騨地方で記録された蝶類」

鈴木俊文
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今回、私達は初めて雷鳥観察会に参加させて
頂きました。きっかけは清見町大谷のギフチョ
ウの観察を一緒に見学させていただいたことで
す。5/27 にあったギフチョウのお話会に参加
して、自然のことをもっと学んでみたいと思い、
松崎さんに教えて頂いて、乗鞍岳の自然を考え
る会に家族で入会させて頂きました。
乗鞍岳に登るのは初めてでした。私達もです

が、5歳と 7歳の娘と五年生のお友達は雷鳥を
見るのを楽しみにしていました。バスに乗って
畳平に行くまでの間に一羽の雷鳥が飛び立つ姿
を見ることができてそれは大興奮でした。
畳平に到着すると、雪がまだまだいっぱいあ

るし、思った以上の寒さにびっくりしました。
子供たちは雷鳥のお話しよりもずんずんずん

ずんと張り切って登って行って、逞しさを感じ
ました（笑）
下の娘と私はゆっくり先生のお話を聞きなが

ら登りました。参加者の皆さんは優しく声をか
けてくださったり、双眼鏡を忘れてしまいまし
たが貸してくださり、岩の上にいる雷鳥を初め
て見ることができ感動しました。
解説やお話しもとてもわかりやすくて、雷鳥

を見ることが目的ではなく、糞や痕跡を見るこ
とで雷鳥がどのように生活しているのかを知る
ことが大切なこと、雷鳥は如何に希少な生き物
なのかを学ばせて頂きました。乗鞍岳は岐阜県
と長野県の境にありいろいろな問題もあること

　自然観察会（6月 5日）
雷鳥観察会に参加して

平澤千絵

メスアカムラサキ

ツバメシジミ

スミナガシ

クモマベニヒカゲ

ライチョウが砂浴びした跡
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も知り、学ばせて頂きました。
この会の皆様は雷鳥だけではなく、ホシガラ

スやイワツバメや小さな花や小さな小さな雪に
いる虫等など、自然の成り立ちに興味深く深く
学んでおられてて凄いと思いました。私も自然
がさらに好きになり学んでみたいと思うように
なりました。こうした自然を愛する方が一人で
も増えて、希少な雷鳥をはじめ、乗鞍岳の豊か
な生き物や植物が守られてほしいと思います。
乗鞍岳の景色は最高に素晴らしく、子供たちも
とても良い経験をさせて頂き、雷鳥が大好きに
なり、お土産に買った雷鳥のぬいぐるみをいつ
も大切にしています（笑）

乗鞍岳に来て本当に良かったなと、心が洗わ
れた気持ちになることができました。
本当にありがとうございました。

平澤聡、千絵、ことは、めい

ライチョウの糞

　シンポジウム
御嶽山の価値と未来　～国立・国定公園に向けて～

6 月 18 日長野県木曽町の開田高原にある開
田中学校体育館でシンポジウム「御嶽山の価値
と未来～国立・国定公園にむけて～」が開かれ
ました。
6月 14 日には環境省が国定公園の新規指定

候補地の一つに御嶽山 (3067m) を選定し、中
央環境審議会自然公園小委員会に報告したとの
報道があり、具体的な動きが見えてきてタイム
リーなシンポジウムとなりました。
主催者の日本自然保護協会会長の亀山氏、木

曽町長の原氏の挨拶に続き、中山郁氏（皇学館

高山市民時報記事
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大学教授）の「日本の山岳信仰と御嶽の宗教文
化」と題しての基調講演が行われました。続け
て「御嶽山の国立・国定公園への昇格に向けて」
をテーマにパネルディスカッション（熊倉基之・
環境省、稲垣康・木曽町町民、小野木三郎の 3
氏が話題提供）が行われました。
当日は乗鞍岳と飛騨の自然を考える会の会員

やふるさとを歩こう会の会員、高山市からは市
長をはじめ関係部局の職員、朝日・高根の支所
長が参加しました。又、下呂市の市長や、岐阜
県の担当者も参加していました。
今回のシンポジウムは長野県で開催されま

したが、県内では 8月に下呂市で、10 月には
高山市でも自前のシンポジウムを開催しようと
活動をはじめました。具体的な事はまだこれか
ら詰めていく段階です。あまり時間がないので
早急に組織固めなどから始めなければなりませ
ん。

今後のスケジュール

★水生昆虫調査 8月 21 日（日）
　集合時間：午前 8 時

　集合場所：市民プール駐車場（赤保木）

　服装等： 濡れても良い服装、水の中を歩

　　　　　ける靴かサンダル、タオル、帽子

※今回は九頭竜川で活動しておられるサク

ラマスレストレーション代表の安田龍司さ

んをお招きして行います。川の環境がどの

ような状態になっているかを水生昆虫を通

して学んでいきます。安田さんたちの活動

に つ い て は http://sakuramasu-r.org/?pid=1

をご覧ください。

★アサギマダラマーキング会
（チャオ御嶽スキー場跡地）
9月 4日（日）（予備日 11 日）

　集合時間：午前 9 時

　集合場所：道の駅ひだ朝日村（集合後移動）

　持ち物： お弁当、飲み物、雨具、メモ用紙、

　　　　　油性フェルトペン（黒・細書き）、

　　　　　捕虫網（貸し出しも有り）

　服装等 :軽快な服と靴、 日除け対策（帽子等）

★里山こみちハイク　10月 16 日（日）
（今回は岩滝地区の岩井城趾、石仏ほか）
集合時間：午前 9 時

集合場所：丹生川支所駐車場（集合後移動）

持ち物 :お弁当、飲み物、雨具、メモ用紙、

　　　　筆記具、その他

服装等 :軽快な服と靴、帽子


